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我
が
郷
土
の
英
雄
で
、
伊
達
文
化
の
創
始
と
そ
の
発
展
に
多
大
な

貢
献
を
し
た
仙
台
藩
祖
伊
達
政
宗
公
（
写
真
１　

永
禄
一
〇
年
～
寛

永
一
三
年
―
一
五
六
七
～
一
六
三
六
）
は
、
伊
達
家
十
六
代
伊
達
輝

宗
公
（
天
文
一
三
年
～
天
正
一
三
年
―
一
五
四
四
～
一
五
八
五
）
と

義
姫
（
最
上
義
光
の
妹 

天
文
一
七
年
～
元
和
九
年
―
一
五
四
八
～

一
六
二
三
）
の
嫡
男
と
し
て
、
山
形
県
米
沢
城
で
生
ま
れ
た
。
従
っ
て
、

昨
年
は
政
宗
公
の
生
誕
四
五
〇
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
た
。
そ
の
た

め
、
宮
城
県
等
、
政
宗
公
の
縁

ゆ
か
り

の
地
で
は
、
そ
の
祝
賀
・
記
念
行
事

が
数
多
く
執
り
行
わ
れ
た
。
そ
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
と
し

て
、「
政
宗
ワ
ー
ル
ド
」
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
主
催
の
「
政
宗
ワ
ー

ル
ド
」
フ
ェ
ス
タ
が
仙
台
藩
の
政
治
・
軍
事
・
経
済
・
文
化
の
中
心

地
で
あ
っ
た
仙
台
城
（
青
葉
城
）
本
丸
址
で
、
昨
年
九
月
三
〇
日
に

華
々
し
く
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
フ
ェ
ス
タ
に
は
、
仙
台
藩
茶
道
石
州

流
清
水
派
（
当
流
）
に
よ
る
茶
会
も
青
葉
城
本
丸
会
館
大
広
間
で
行

わ
れ
た
の
で
、
今
回
こ
の
様
子
を
中
心
に
、
今
に
息
づ
く
「
伊
達
な

文
化
」
の
魅
力
を
紹
介
し
た
い
。

　

政
宗
公
生
誕
四
五
〇
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
一
昨
年
（
平
成

二
八
年
）
六
月
に
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
行
委
員
会
は
古
田
義

弘
理
事
長
及
び
田
中
於
莵菟
彦
事
務
局
長
の
も
と
に
、「
政
宗
公
」
、「
仙

台
藩
」
及
び
「
伊
達
な
文
化
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
「
観
光
と
郷

「
政
宗
ワ
ー
ル
ド
」
フ
ェ
ス
タ
に
お
け
る

仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
の

お
点
前
披
露
の
意
義

写真 1　青葉城址の仙台藩祖伊達政宗公騎馬像と筆者

仙
台
藩
茶
道
石
州
流
清
水
派
宗
家
十
一
世

大
　
泉
　
道
　
鑑
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回
は
こ
の
フ
ェ
ス
タ
の
祝
賀
の
意
味
を
込
め
て
歌
わ
れ
た
。
次
に
、

戦
国
時
代
か
ら
戦
場
で
活
躍
し
て
い
た
鉄
砲
隊
の
演
武
が
、
仙
台
藩

を
代
表
す
る
花
山
鉄
砲
組
、
片
倉
鉄
砲
隊
に
加
え
、
米
沢
藩
古
式
砲

術
保
存
会
の
三
団
体
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。こ
の
火
縄
銃
の
演
武
は
、

大
音
響
を
通
し
て
、
生
誕
四
五
〇
年
に
対
す
る
祝
意
を
表
す
る
意
味

も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
当
日
午
前
の
部
の
後
半
で
は
、
青
葉

城
本
丸
会
館
庭
園
で
「
奥
州
・
仙
台
お
も
て
な
し
集
団
・
伊
達
武
将

隊
」
に
よ
る
演
武
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
武
将
隊
は
郷
土
の
大
の
人
気

者
で
、
迫
力
満
点
の
演
武
に
よ
り
、
こ
の
フ
ェ
ス
タ
が
お
お
い
に
盛

り
上
が
っ
た
と
評
判
に
な
っ
た
。
そ
の
同
じ
場
所
で
は
引
き
続
き
、

伊
達
氏
発
祥
の
地
伊
達
市
の
霊
山
の
霊
山
太
鼓
遠
征
組
に
よ
る
太
鼓

が
披
露
さ
れ
た
。
霊
山
太
鼓
の
特
徴
の
大
太
鼓
を
連
打
す
る
「
曲
打

土
史
」
と
言
う
視
点
か
ら
設
立
さ
れ
た
市
民
団
体
で
あ
る
。
そ
の
目

的
は
、
郷
土
の
誇
り
伊
達
文
化
を
代
表
す
る
伝
統
的
武
芸
・
文
芸
・

芸
能
を
披
露
し
、
そ
の
教
育
普
及
、
地
域
交
流
及
び
観
光
の
振
興
を

図
る
こ
と
に
あ
る
。
ま
た
、
か
つ
て
仙
台
藩
の
政
治
的
、
軍
事
的
及

び
文
化
的
拠
点
と
し
て
重
責
を
担
っ
た
青
葉
城
本
丸
址
で
伊
達
文
化

を
披
露
し
、
こ
こ
か
ら
そ
れ
ら
を
広
く
世
界
に
発
信
す
る
意
図
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。
更
に
、
老
若
男
女
の
区
別
無
く
広
く
市
民
の
皆
様

が
、
こ
れ
ら
の
伊
達
文
化
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
層
親
し
む

き
っ
か
け
に
し
て
戴
き
た
い
と
の
願
い
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
次
世

代
へ
伝
え
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
タ
の
開
会
式
が
当
日
の
午
前
一
〇
時
に
、
青
葉
城
政

宗
公
騎
馬
像
西
側
の
広
場
で
行
わ
れ
た
。
開
会
を
告
げ
る
式
典
に
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
、
次
に
、
主
催
者
の
古
田
義
弘
理
事
長
の
挨
拶
、
続

い
て
来
賓
の
村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
（
川
端
章
好
副
知
事
代
読
）
及

び
仁
志
田
昇
司
福
島
県
伊
達
市
長
よ
り
祝
辞
が
あ
っ
た
。

　

開
会
式
の
終
了
後
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
表
１
）
に
従
っ
て
政
宗
公

が
華
開
か
せ
た
「
伊
達
な
文
化
」
が
順
次
披
露
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま

ず
、
仙
台
春
城
会
に
よ
る
「
さ
ん
さ
時
雨
」
の
「
祝
い
歌
」
が
青
葉

城
本
丸
会
館
の
庭
園
に
て
披
露
さ
れ
た
。
こ
の
民
謡
は
、
古
く
仙
台

藩
に
お
い
て
は
、
「
祝
い
歌
」
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
今

表 1　「政宗ワールド」フェスタの
 プログラム

日時：平成 29 年 9 月 30 日（土）

場所：青葉城址

主催：「政宗ワールド」フェスタ実行委員会

10:00	 開会式

10:20	 仙台春城会　さんさ時雨

10:30	 鉄砲隊　火縄銃演武

11:00	 伊達武将隊　演武	

	 石川流清水派茶席　一席目

11:15	 仙台春城会　民謡披露

11:50	 霊山太鼓　披露

	 石州流清水派茶席　二席目

12:00	 すずめ踊り　演舞

12:40	 石州流清水派茶席　三席目

13:00	 チャンバラ合戦　一回戦

	 日置流印西派　奉納・演武

13:30	 霊山太鼓　披露

	 石州流清水派茶席　四席目

14:10	 すずめ踊り　演舞

14:15	 伊達武将隊　演武

15:00	 チャンバラ合戦　二回戦

	 柳生心眼流甲冑兵法　演武
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治
的
・
経
済
的
基
盤
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
こ
と
に
だ
け
で
な

く
、
伊
達
文
化
の
礎

い
し
ず
え

を
築
き
上
げ
た
と
言
う
評
価
も
極
め
て
高
く
、

我
が
郷
土
の
英
雄
た
る
所ゆ

え

ん以
で
あ
る
。
幼
少
の
頃
か
ら
資
福
寺
の
名

僧
と
の
誉
れ
の
高
い
虎
哉
宗
乙
禅
僧
師
（
享
禄
三
年
〜
慶
長
一
六

年
―
一
五
三
〇
〜
一
六
一
一
）
か
ら
薫
陶
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
た

め
、
学
問
や
芸
術
・
芸
能
に
つ
い
て
は
、
そ
の
当
時
か
ら
高
い
素
養

が
育

は
ぐ
く

ま
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
本
拠
地
を
米
沢
城
か
ら
岩
出
山
城
に

移
し
た
頃
か
ら
は
、
京
都
で
の
生
活
が
長
期
に
わ
た
っ
た
。
そ
の
た

め
、
若
い
頃
か
ら
都
の
高
度
で
最
先
端
の
桃
山
文
化
を
学
び
取
り
、

次
第
に
洗
練
さ
れ
た
美
意
識
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。
慶
長
五
年

（
一
六
〇
〇
）
に
青
葉
城
の
建
設
に
着
手
す
る
際
に
は
、
京
都
の
一

流
の
名
工
や
絵
師
を
招
い
た
。
慶
長
一
五
年
（
一
六
一
〇
）
に
は
、

美
術
の
粋
を
集
め
た
桃
山
式
書
院
造
り
の
千
畳
敷
の
本
丸
大
広
間
が

完
成
し
た
が
、
そ
の
豪
華
絢
爛
さ
は
注
目
の
的
と
な
っ
た
。
こ
れ
に

加
え
て
、
桃
山
建
築
様
式
の
大
崎
八
幡
宮
（
仙
台
市
青
葉
区
）
や
瑞

巌
寺
（
宮
城
県
松
島
町
）
は
、
政
宗
公
に
よ
っ
て
造
営
・
再
建
さ
れ

た
国
宝
建
築
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
更
に
、
政
宗
公
は
学
問
を
は
じ

め
茶
道
や
能
等
の
芸
術
・
芸
能
に
は
、
一
流
の
師
を
多
く
召
し
抱
え
、

こ
れ
ら
の
文
化
を
藩
内
に
定
着
さ
せ
て
い
っ
た
。

　

こ
こ
で
、
こ
の
フ
ェ
ス
タ
の
主
役
で
あ
る
政
宗
公
と
茶
道
と
の
関

ち
」
は
、
勇
壮
活
発
で
会
場
に
響
き
渡
り
、
フ
ェ
ス
タ
に
華
や
か
さ

を
見
事
に
添
え
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
午
後
の
部
で
は
、
仙
台
藩
縁

の
日
置
流
印
西
派
弓
術
が
二
つ
の
団
体
に
よ
り
、
宮
城
県
護
国
神
社

で
披
露
さ
れ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
は
吉
田
清
明
十
三
代
宗
家
に
よ
り
、

も
う
ひ
と
つ
は
「
伊
達
印
西
派
」
弓
術
研
究
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
演
武
は
大
好
評
を
博
し
、
そ
の
体
験
希
望
者
の
長
蛇
の
列

が
続
い
た
。
一
方
、
仙
台
藩
で
生
れ
た
総
合
武
術
で
あ
る
柳
生
心
眼

流
甲
冑
兵
法
の
演
武
が
、
仙
台
柳
心
会
に
よ
り
披
露
さ
れ
た
。
今
回

の
演
武
で
は
、
実
践
形
の
柔
及
び
大
迫
力
の
甲
冑
兵
法
が
行
わ
れ
た

が
、
そ
の
勇
壮
さ
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
会
場
が
盛
り
上

り
、
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
青
葉
城
の
新
築
移
転
の
宴
席

の
即
興
で
披
露
さ
れ
た
石
工
の
踊
り
で
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
す
ず
め
踊
り
の
演
舞
が
、
仙
台
す
ず
め
踊
り
連
盟
に
よ
り
行
わ
れ

た
。
更
に
、
（
株
）T

e
a
r
s
 
S
w
i
t
c
h

に
よ
る
チ
ャ
ン
バ
ラ
合
戦
―
戦

I
K
U
S
A

が
華
や
か
に
行
わ
れ
、
参
加
者
の
人
気
を
博
し
た
。
な
お
、

主
催
者
に
よ
る
と
フ
ェ
ス
タ
の
来
場
者
は
、
約
二
、
〇
〇
〇
人
に
も

達
し
、
極
め
て
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
政
宗
公
は
戦
国
時
代
に
は
そ
の
勇
猛
果
敢
さ
故
に
、

「
独
眼
竜
政
宗
」
の
名
を
天
下
に
と
ど
ろ
か
せ
た
。
し
か
し
、
政
宗

公
の
天
下
統
一
の
夢
が
潰つ

い

え
て
し
ま
っ
た
後
に
は
、
仙
台
藩
の
政
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あ
る
桑
山
左
近
（
宗
仙
）
（
永
禄
三
年
～
寛
永
九
年
―
一
五
六
〇
～

一
六
三
二
）
、
更
に
家
光
の
茶
道
師
範
を
務
め
た
小
堀
遠
州
（
遠
州

流
の
流
祖　

天
正
七
年
～
正
保
四
年
―
一
五
七
九
～
一
六
四
七
）
等

の
当
時
一
流
の
多
く
の
茶
人
と
も
折
に
ふ
れ
交
流
を
深
め
て
い
た
点

が
注
目
さ
れ
る
。

　

こ
の
中
で
と
り
わ
け
筆
者
の
興
味
が
引
か
れ
た
の
は
、
天
正
十
九

年 

（
一
五
九
一
）
に
起
き
た
利
休
の
切
腹
事
件
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
少

な
か
ら
ず
政
宗
公
も
関
わ
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
件

の
真
相
は
、
不
明
な
点
が
多
く
、
現
在
で
も
諸
説
が
入
り
乱
れ
て
い

る
。
そ
の
解
明
に
は
、
こ
の
時
代
の
政
権
中
枢
に
お
い
て
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
た
深
刻
な
権
力
闘
争
の
状
況
を
充
分
に
考
慮
す
る
こ
と
が
、

重
要
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
確
か
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
当
時
、
秀
吉

に
よ
る
全
国
統
一
事
業
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
豊
臣

政
権
内
部
で
は
、
秀
吉
側
近
の
奉
行
ら
の
石
田
三
成
（
永
禄
三
年
～

慶
長
五
年
―
一
五
六
〇
～
一
六
〇
〇
）
派
と
下
剤
上
を
体
験
し
て
き

た
武
将
ら
の
家
康
派
に
よ
る
激
し
い
権
力
闘
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
た
。
こ
の
政
権
内
で
利
休
は
、
絶
大
な
権
力
を
有
し
て
い
た
様
で

あ
る
。
こ
の
様
な
政
治
情
勢
下
、
天
正
一
七
年
（
一
五
八
九
）
に
北

条
氏
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
小
田
原
攻
め
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
時
政
宗

公
は
や
っ
と
重
い
腰
を
上
げ
て
小
田
原
に
死
に
装
束
で
馳
せ
参
じ
た

わ
り
に
つ
い
て
、
簡
潔
に
説
明
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

伊
達
家
治
記
録
（
貞
山
公
治
家
記
録
）
に
残
さ
れ
て
い
た
政
宗
公
の

茶
事
に
関
す
る
記
事
を
年
代
順
に
表
２
に
ま
と
め
た
の
で
、
そ
れ
を

参
照
し
て
戴
き
た
い
。
政
宗
公
は
、
茶
道
を
政
治
・
外
交
を
行
う
う

え
で
、う
ま
く
活
用
し
て
い
た
。
江
戸
幕
府
初
代
将
軍
徳
川
家
康
（
天

文
一
一
年
〜
元
和
二
年
―
一
五
四
二
〜
一
六
一
六
）
、
二
代
将
軍
徳

川
秀
忠
（
天
正
七
年
～
寛
永
九
年
―
一
五
七
九
～
一
六
三
二
）
、
三

代
将
軍
徳
川
家
光
（
慶
長
九
年
～
慶
安
四
年
―
一
六
〇
四
～

一
六
五
一
）
の
将
軍
を
は
じ
め
有
力
大
名
と
の
茶
道
を
通
し
た
交
流

を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
、
ま
ず
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
（
表

２
）
。
更
に
、
政
宗
公
に
と
っ
て
は
、
ご
く
短
期
間
の
付
き
合
い
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
豊
臣
秀
吉
（
天
文
六
年
～
慶
長
三
年
―
一
五
三
七

～
一
五
九
八
）
の
茶
頭
の
千
利
休
（
大
永
二
年
～
天
正
一
九
年
―

一
五
二
二
～
一
五
九
一
）
を
は
じ
め
、
家
康
の
茶
頭
今
井
宗
薫
（
天

文
二
一
年
～
寛
永
四
年
―
一
五
五
二
～
一
六
二
七
）
、
秀
忠
の
茶
道

指
南
役
を
務
め
た
古
田
織
部
（
織
部
流
の
流
祖
、
天
文
十
三
年
～
元

和
元
年
―
一
五
四
四
～
一
六
一
五
）
、
四
代
将
軍
徳
川
家
綱
（
寛
永

一
八
年
～
延
宝
八
年
―
一
六
四
一
～
一
六
八
〇
）
の
茶
道
師
範
に

任
ぜ
ら
れ
た
片か

た

桐ぎ
り

石い
わ
み
の
か
み

見
守
貞さ

だ

昌ま
さ

（
石
州
）
（
石
州
流
の
流
祖　

慶
長

一
〇
年
～
延
宝
元
年
―
一
六
〇
五
～
一
六
七
三
）
の
茶
道
師
範
で
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真
２　

慶
長
四
年
～
万
治
元
年
―
一
五
九
九
～
一
六
五
八
）
に
よ
る

自
画
賛
の
掛
軸
（
写
真
３　

当
流
の
弟
子
亀
田
治
所
持
）
が
掛
け
ら

も
の
の
、
だ
い
ぶ
遅
参
し
た
こ
と
に
、
秀
吉
が
立
腹
し
た
。
そ
の
た
め
、

政
宗
公
は
謝
罪
す
る
と
と
も
に
、
利
休
に
よ
る
茶
を
所
望
し
て
や
っ

と
赦
免
さ
れ
た
と
言
う
あ
の
有
名
な
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
政
宗
公
は
急
速
に
利
休
に
接
近
を
図
り
、
弟
子
入
り
の

た
め
の
金
品
等
を
贈
っ
て
い
る
。
こ
の
様
に
し
て
、
利
休
は
政
宗
公

と
秀
吉
の
取
次
役
と
言
う
重
責
を
果
し
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
利

休
の
切
腹
の
罪
状
は
、
大
徳
寺
山
門
の
修
復
時
に
自
ら
の
像
を
こ
の

山
門
二
階
に
設
置
し
た
と
言
う
秩
序
に
反
す
る
高
慢
な
行
い
の
た
め

と
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
そ
の
罪
因
と
し
て
は
、
葛
西
・
大
崎
一
揆

（
天
正
一
八
年
―
一
五
九
〇
）
の
黒
幕
と
さ
れ
た
政
宗
公
へ
の
嫌
疑

に
対
す
る
名
誉
回
復
と
の
政
治
取
引
と
し
て
、
三
成
派
が
要
求
し
た

「
利
休
の
追
放
」
が
、
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
歴
史
的
事
実

を
考
え
併
せ
る
と
、
政
宗
公
を
巡
る
両
派
の
激
し
い
政
治
的
対
立
が
、

利
休
を
死
に
追
い
込
む
遠
因
と
さ
れ
、
こ
れ
と
あ
い
ま
っ
て
三
成
派

の
讒ざ

ん

言げ
ん

が
そ
の
近
因
と
す
る
両
方
の
説
で
起
き
た
と
考
え
る
の
が
現

在
、
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
当
流
の
茶
会
は
青
葉
城
本
丸
会
館
・
大
広
間
で
盛
大
に
行

わ
れ
た
（
表
３
）
。
当
日
の
茶
席
の
準
備
は
午
前
一
〇
時
か
ら
開
始

さ
れ
、
何
の
滞
り
も
な
く
速
や
か
に
整
え
ら
れ
た
。
大
広
間
の
中
央

に
茶
席
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
正
面
に
は
二
代
藩
主
伊
達
忠
宗
公
（
写
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き
っ
か
け
を
作
っ
た
藩
主
で
あ
る
。
ま
た
、
棗
は
仙
台
伊
達
家
十
八

代
当
主
伊
達
泰
宗
様
に
よ
り
、
「
六
十
二
万
石
」
と
銘
が
付
け
ら
れ

た
大
棗
が
使
わ
れ
た
（
写
真
４
）
。
こ
の
大
棗
は
、
泰
宗
様
の
取
り

計
ら
い
に
よ
り
、
東
京
国
立
博
物
館
学
芸
員
中
島
淑
枝
氏
が
筆
者
の

母
、
十
世
大
泉
道
鑑
（
明
治
四
二
〜
平
成
二
二
年
―
一
九
〇
九
〜

二
〇
一
〇
）
の
た
め
に
特
別
に
製
作
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
美
し

い
大
棗
の
表
側
は
、
総
高
蒔
絵
で
伊
達
家
の
家
紋
「
竹
に
雀
」
が
描

か
れ
、
そ
の
内
側
は
総
梨
子
地
で
蓋
の
内
側
に
は
泰
宗
様
の
花
押
が

印
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
棗
こ
そ
は
、
伊
達
家
・
藩
主
と
当
流
の
宗

家
・
茶
道
頭
の
太
い
絆
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

司
会
進
行
（
解
説
）
を
務
め
た
筆
者
及
び
亭
主
の
大
泉
道
紀
の
も

と
（
写

真

５
）
、
ま
ず

一
席
目
が

予
定
通
り

午
前
一
一

時
に
守
屋

道
美
（
教

授
）
に
よ

り
、
薄
茶

れ
た
。
忠
宗
公
は
、
当
流
二
世
清
水
動
閑
（
慶
長
一
九
年
～
元
禄
四

年
―
一
六
一
四
～
一
六
九
一
）
を
石
州
の
も
と
に
一
三
年
間
の
長
期

に
わ
た
り
弟
子
入
り
さ
せ
、
仙
台
藩
の
茶
道
が
石
州
流
に
変
わ
る

写真 3　仙台藩二代藩主
 伊達忠宗公筆掛軸

写真 4　仙台伊達家
 十八代当主伊達泰宗様により
 「六十二万石」の銘を戴いた大棗

写真 2　仙台藩二代藩主伊達忠宗公像
 （仙台市博物館蔵）
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と
が
出
来
た
と
考
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
様
な
こ
と
が
可
能
で

あ
る
当
流
は
極
め
て
稀け

有う

な
存
在
で
あ
り
、
伊
達
文
化
の
中
核
を
成

し
て
い
た
貴
重
な
文
化
遺
産
と
し
て
、
あ
る
意
味
で
は
奇
跡
的
に
藩

政
時
代
の
ま
ま
生
き
残
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ

の
様
な
理
由
か
ら
、
筆
者
は
こ
の
伊
達
文
化
を
正
し
く
継
承
し
た
者

と
し
て
の
責
任
の
重
大
さ
を
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
常
常

自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
き
た
。
一
方
、
今
回
披
露
し
た
の
は
薄
茶
の

点
前
で
あ
っ
た
が
、
当
流
で
は
薄
茶
が
「
真
の
茶
」
と
し
て
重
ん
じ

ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
利
休
が
「
わ
び
茶
」
を
成
立
・
大
成
さ
せ

た
過
程
を
、
直
接
見
聞
し
て
い
た
そ
の
高
弟
の
山や

ま
の
う
え
の
そ
う
じ

上
宗
二
（
天
文

一
三
年
～
天
正
一
八
年
―
一
五
四
四
～
一
五
九
〇
）
の
茶
道
秘
伝
書

『
山
上
宗
二
記
』
の
「
茶
湯
者
又
拾
躰
」
や
当
流
の
祖 

三
世
清
水
道

竿
（
寛
文
二
年
～
元
文
二
年
―
一
六
六
二
～
一
七
三
七
）
が
「
茶
人

の
心
構
え
」
に
つ
い
て
著
わ
し
た
『
道
竿
拾
躰
』
に
は
、
「
濃
茶
で

は
な
く
薄
茶
が
真
の
茶
と
言
う
。
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
藩
政
時
代

か
ら
の
当
流
の
こ
の
様
な
「
わ
び
茶
」
の
伝
統
に
従
っ
て
、
今
回
の

四
席
の
全
て
で
薄
茶
の
点
前
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
『
道
竿

拾
躰
』
の
解
読
研
究
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
十
世
大
泉
道
鑑
と
共
著

で
、
『
茶
の
湯
文
化
学
』
（
二
八
号
）
に
昨
年
投
稿
・
発
表
し
た
の
で
、

こ
の
詳
細
は
こ
の
学
術
誌
を
参
照
し
て
戴
き
た
い
。

の
点
前
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
一
席
目
で
は
、
当
流
の
点
前
の
特
徴

を
一
言
で
表
す
言
葉
と
さ
れ
て
き
た
「
雅

み
や
び

た
わ
び
」
を
正
に
感
じ
さ

せ
る
見
事
な
点
前
が
披
露
さ
れ
た
（
写
真
６
）
。
こ
の
点
前
は
、
当

流
歴
代
の
茶
道
頭
が
藩
主
に
茶
道
指
南
を
行
っ
て
い
た
内
容
と
違
わ

ぬ
も
の
で
あ
る
の
で
、
か
つ
て
藩
政
時
代
に
青
葉
城
で
行
わ
れ
て
い

た
藩
主
の
関
わ
っ
た
正
式
な
茶
会
を
そ
の
通
り
見
事
に
再
現
す
る
こ

写真 6　一席　守屋道美（教授）
 の点前

写真 5　司会進行（解説）を務めた
 筆者（中央）
 亭主の大泉道紀（右）



― 28 ―

て
心
か
ら
感
謝

し
た
次
第
で
あ

る
。

　

藩
政
時
代
に

は
、
当
流
の
歴

代

の

茶

道

頭

は
青
葉
城
で
藩

主
の
茶
道
指
南

役
と
言
う
重
責

を
担
う
と
と
も

に
、
そ
こ
で
行

わ
れ
た
茶
会
で

は
指
導
的
役
割

を
果
た
し
て
き

た
。
昨
年
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県
か
ら
一
四
六
年
、

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
の
明
治
維
新
か
ら
は
実
に
ほ
ぼ
一
五
〇
年

経
過
し
た
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
当
流
に
と
っ

て
正
に
聖
地
と
も
言
う
べ
き
こ
の
青
葉
城
・
本
丸
に
お
け
る
茶
会
は
、

図
ら
ず
と
も
ほ
ぼ
一
五
〇
年
ぶ
り
に
や
っ
と
実
現
に
漕
ぎ
着
け
た
こ

と
に
な
り
、
当
流
に
と
っ
て
は
大
き
な
歴
史
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た

　

一
席
終
了
後
、
二
席
金
城
道
里
（
師
範　

写
真
７
）
、
三
席
坂
本

文
葉
（
写
真
８
）
及
び
四
席
亀
田
治
（
写
真
９
）
の
三
名
に
よ
り
、

い
か
に
も
大
名
茶
ら
し
い
威
風
堂
々
た
る
、
し
か
も
優
美
な
点
前
が

順
次
行
わ
れ
た
。

　

当
日
の
参
加
者
か
ら
は
「
江
戸
時
代
の
青
葉
城
に
お
け
る
藩
主
に

よ
る
茶
会
が
よ
み
が
え
り
、
そ
れ
を
体
験
出
来
た
。
」
、
「
さ
す
が
高

度
な
伊
達
文
化
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
流
儀
だ
。
」
或
い
は
「
ま

る
で
王
朝
絵
巻
を
見
て
い
た
様
だ
っ
た
。
」
等
過
分
な
お
誉
め
の
言

葉
を
戴
き
、
筆
者
は
多
少
安
堵
す
る
と
と
も
に
、
今
ま
で
仙
台
藩
の

正
式
な
流
儀
を
正
し
く
継
承
し
、
守
り
抜
い
て
き
た
努
力
が
報
い
ら

れ
た
と
思
っ
た
。
こ
れ
ら
の
励
ま
し
の
言
葉
を
戴
い
た
参
加
者
に

加
え
、
日
頃
の

熱
心
な
稽
古
が

本
日
大
き
な
実

を
結
び
、
点
前

を
見
る
人
に
深

い
感
動
を
与
え

ら
れ
る
ま
で
成

長
を
遂
げ
た
弟

子
達
に
も
併
せ

写真 7　二席　金城道里（師範）の点前

写真 8　三席　坂本文葉の点前写真 9　四席　亀田治の点前
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『
茶
道
辞
典
』
桑
田
忠
親　

東
京
堂　

昭
和
四
十
三
年

『
清
水
動
閑
註
解　

石
州
流
三
百
箇
條
付
仙
台
藩
茶
道
』

 

十
世
大
泉
淑
子
（
道
鑑
）
丸
善
出
版
セ
ン
タ
ー　

昭
和
五
十
五
年

『
伊
達
治
家
記
録
』
伊
達
家
編
纂　

仙
台
市
博
物
館
蔵

『
伊
達
忠
宗
公
筆
掛
軸
』
亀
田
治
蔵

『
茶
の
湯
文
化
学
』
二
八
号
「
動
閑
拾
躰
」
（
解
読
）

 

十
世
大
泉
道
鑑　

十
一
世
大
泉
道
鑑

『
道
竿
拾
躰
』
三
世
清
水
道
竿　

東
北
大
学
中
央
図
書
館
蔵

『 「
政
宗
ワ
ー
ル
ド
」
フ
ェ
ス
タ
事
業
報
告
書
』 

「
政
宗
ワ
ー
ル
ド
」

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
吉
田
義
弘
、
田
中
於
莵菟
彦
） 

平
成
二
九
年

『
山
上
宗
二
記
研
究
』
茶
の
湯
懇
話
会　

財
団
法
人
三
徳
庵　

 

平
成
六
年

『
山
上
宗
二
記
付
茶
話
指
月
集
』
熊
倉
功
夫　

岩
波
文
庫　

 

平
成
十
八
年

『
よ
く
わ
か
る
茶
道
の
歴
史
』
谷
端
昭
夫　

淡
交
社　

平
成
十
九
年

付　
　

記

　

当
日
こ
の
フ
ェ
ス
タ
の
参
加
者
に
配
布
さ
れ
た
当
流
の
ご
案
内

（
チ
ラ
シ
）
を
次
に
掲
載
し
た
の
で
、
当
流
の
ル
ー
ツ
の
理
解
を
深

め
る
の
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
ば
、
誠
に
幸
で
あ
る
。

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
も
、
今
回
の
当
流
の
披
露
も
、

記
念
す
べ
き
茶
会
に
相
応
し
い
内
容
と
な
り
、
宗
家
を
預
か
る
者
と

し
て
誠
に
感
慨
無
量
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
を
期
に
五
〇
年
後
の
政
宗
公
生
誕
五
〇
〇
年
、
ま
た
明
治
維

新
か
ら
二
〇
〇
年
の
大
き
な
節
目
の
年
に
向
け
て
、
筆
者
は
当
流
の

更
な
る
発
展
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
る
こ
と
を
、
藩
祖

政
宗
公
を
は
じ
め
歴
代
の
藩
主
並
び
に
そ
の
指
南
役
を
務
め
た
当
流

の
歴
代
の
茶
道
頭
、
更
に
は
明
治
以
降
こ
れ
を
正
し
く
継
承
し
た
宗

家
達
に
深
い
感
謝
の
意
を
込
め
な
が
ら
、
心
に
誓
っ
た
次
第
で
あ
る
。

謝　
　

辞

　

「
政
宗
ワ
ー
ル
ド
」
フ
ェ
ス
タ
に
お
い
て
、
当
流
の
点
前
を
披
露
す

る
機
会
を
下
さ
っ
た
主
催
者
の
古
田
義
弘
理
事
長
、
田
中
於
莵菟
彦
事

務
局
長
並
び
に
阿
部
和
子
理
事
（
伊
達
家
御
廟
大
年
寺
会
長
）
に
深

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
稿
に
使
用
し
た
写
真
の
一
部
を
ご
提

供
下
さ
い
ま
し
た
一
力
徳
子
理
事
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

参
考
文
献
（
五
十
音
順
）

『
原
色
茶
道
大
辞
典
』
井
口
海
仙
、
末
宗
広
、
永
島
福
太
郎
（
監
修
）

 

淡
交
社　

昭
和
五
〇
年
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